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西
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１　

は
じ
め
に

―
問
題
の
所
在
、
先
行
研
究
、
対
象
と
史
料

―

一
九
四
九
年
に
冷
戦
下
で
建
国
さ
れ
た
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
は

当
初
、
国
軍
を
保
有
し
な
か
っ
た（

（
（

。
し
か
し
翌
年
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
く
分
断
状
態
の

朝
鮮
半
島
で
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
中
道
右
派
政
権
に
よ
っ
て
再
軍
備
が
進
め
ら
れ
、
五
五
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
軍
創
設
、
徴
兵
制
導
入
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
加
盟
を
も

っ
て
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
五
〇
年
代
前
半
に
は
、
議
会
と
世
論
で
再
軍
備
の
是

非
と
態
様
を
め
ぐ
る
激
し
い
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
中
道
左
派
の
野
党
ド
イ
ツ
社

会
民
主
党
、
労
働
組
合
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
特
に
下
部
組
織
と
、
平
和
運
動

を
中
心
に
、
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た（

（
（

。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
の
再
軍
備
政
策
は
、

ア
メ
リ
カ
中
心
の
西
側
陣
営
へ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
統
合
を
意
味
し
て
お

り
、
ソ
連
中
心
の
東
側
陣
営
に
属
す
る
東
ド
イ
ツ
と
の
統
一
を
困
難
に
す
る
と
考
え

ら
れ
た
。
そ
の
た
め
再
軍
備
反
対
運
動
は
、
平
和
主
義
、
反
米
保
守
主
義
、
ド
イ
ツ

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
、
様
々
な
思
想
を
掲
げ
る
団
体
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。
第
二

次
大
戦
中
の
対
ソ
戦
経
験
や
冷
戦
を
背
景
に
反
共
主
義
が
高
揚
す
る
中（

（
（

、
し
ば
し
ば

反
対
運
動
は
一
ま
と
め
に
「
共
産
主
義
者
」
と
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
。

こ
の
再
軍
備
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
社
会
集
団
内
部
で
賛
否
の
対
立
が
見
ら
れ
た

が
、
そ
の
例
外
が
カ
ト
リ
ッ
ク（

（
（

で
あ
る
。
制
度
教
会
は
一
九
五
〇
年
か
ら
再
軍
備
を

擁
護
し
始
め
、
五
二
年
以
降
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
宗
派
団
体
の
大
多
数
が
、
再
軍

備
を
原
則
的
に
支
持
し
た（

（
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
近
代
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
共
主
義（

（
（

、
カ

ト
リ
ッ
ク
政
治
家
が
主
導
す
る
西
ド
イ
ツ
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
親
近
感
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
聖
職
者
と
信
徒
の
大
戦
中
の
対
ソ
従
軍
経
験
、
朝
鮮
戦
争
、
社

会
主
義
諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
抑
圧
政
策
な
ど
、
戦
争
経
験
と
情
勢
認
識
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
「
共
産
圏
か
ら
の
西
ド
イ
ツ
防
衛
」
と
い
う
主
張
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に

と
っ
て
説
得
的
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
制
度
教
会
は
五
二
年
以
降
、
一
定
の
条
件
下
で

「
正
し
い
戦
争
」
を
容
認
し
、
信
徒
の
従
軍
義
務
を
説
く
正
戦
論
な
ど
、
教
説
に
よ

る
再
軍
備
支
持
の
働
き
か
け
を
強
め
、信
徒
と
宗
派
団
体
の
多
く
が
そ
れ
に
従
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
教
義
や
世
界
観
な
ど
宗
教
的
要
因
に
加
え
、
政
治
的
要
因
と
制
度
教
会

の
働
き
か
け
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
結
束
し
た
再
軍
備
支
持
を
生
ん
だ
と
言
え
る（

（
（

。
エ

ル
ン
ス
ト
・
ノ
ル
テ
が
「
再
軍
備
賛
成
派
の
間
で
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
勢
力
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
だ
っ
た
」
と
述
べ
る
所
以
で
あ
る（

（
（

。
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し
か
し
カ
ト
リ
ッ
ク
内
部
に
も
、
再
軍
備
反
対
の
少
数
派
が
存
在
し
た
。
た
だ

し
反
対
運
動
全
体
と
同
じ
く
、
異
質
な
個
人
や
団
体
の
集
合
体
に
留
ま
り
、
統
一
的

運
動
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
カ
ト
リ
ッ
ク
反
対
派
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
専

ら
著
名
な
活
動
家
や
著
述
家
に
焦
点
を
当
て
て
き
た（

（
（

。例
え
ば
詩
人
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
、
著
述
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
デ
ィ
ル
ク
ス
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
元
首

相
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヴ
ィ
ル
ト
や
、
グ
ス
タ
フ
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
と
全
ド
イ
ツ
人
民
党
を
立

ち
上
げ
た
ヘ
レ
ー
ネ
・
ヴ
ェ
ッ
セ
ル
ら
中
央
党
の
政
治
家
、
平
和
運
動
家
で
ボ
ン
教

育
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（Pädagogische A

kadem
ie B

onn

）
教
授
の
ク
ラ
ラ
・
マ
リ
ー
・

フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
な
ど
の
人
物
で
あ
る（
（1
（

。
団
体
と
し
て
は
、
一
九
五
二
年
に
ル
ー
ル

工
業
地
帯
の
エ
ッ
セ
ン
で
結
成
さ
れ
た
「
反
再
軍
備
政
策
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
グ
ル

ー
プ
」
が
、
唯
一
比
較
的
大
き
な
組
織
だ
っ
た（
（1
（

。

先
行
研
究
は
、
そ
れ
ら
反
対
派
の
代
表
的
人
物
と
団
体
の
「
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
（Linkskatholizism

us

）」
的
特
徴
を
指
摘
す
る
。
こ
の
言
葉
は
、
本
来
は
大
革

命
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
広
義
の
政
治
的
左
派
に
親
和
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
指
し

た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
、
信
徒
と
宗
派
団
体
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
制
度
教
会
に
統
合
し

よ
う
と
す
る

―
政
治
的
に
は
保
守
的
な

―
統
合
主
義
を
批
判
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
名
称
と
し
て
、
専
ら
第
二
次
大
戦
後
に
使
用
さ
れ
始
め
た（
（1
（

。
そ
の
た
め
ド
イ

ツ
の
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
制
度
教
会
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
、
広
義
の
左
派
へ

の
親
和
的
姿
勢
と
い
う
二
重
の
性
格
を
有
す
る（
（1
（

。
先
行
研
究
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
反
対

派
を
こ
の
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
潮
流
に
位
置
づ
け
、
宗
派
内
外
に
お
け
る
彼
ら
の

立
場
に
つ
い
て
、
国
家
や
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
に
よ
る
、
反
共
主
義
的
な
敵
視
と
圧

力
を
指
摘
す
る（
（1
（

。
確
か
に
上
記
の
代
表
的
人
物
と
団
体
に
は
、
広
義
の
左
派
と
の
思

想
的
親
和
性
や
実
践
上
の
協
働
が
見
ら
れ
、「
共
産
主
義
者
」
と
い
っ
た
中
傷
、
解

雇
、
役
職
や
職
業
か
ら
の
排
除
、
逮
捕
な
ど
、
様
々
な
敵
対
的
態
度
と
措
置
に
さ
ら

さ
れ
た（
（1
（

。
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
は
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
政
治
的
、
教
会
批
判
的
著

作
を
黙
殺
し（
（1
（

、
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
は
ボ
ン
教
育
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
職
か
ら
追
わ

れ
た（
（1
（

。
中
央
党
の
流
れ
を
く
む
政
治
家
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
ル
フ
ェ
ス
の
よ
う
に
、

再
軍
備
批
判
の
故
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
か
ら
除
名
さ
れ
た
者
も
い
る（
（1
（

。
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
の
文
学
作
品
は
宗
派
内
で
評
価
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
程

度
に
は
差
異
が
あ
っ
た
も
の
の（
（1
（

、カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反
対
派
の
代
表
者
の
多
く
は
、

反
共
主
義
に
よ
る
様
々
な
不
利
益
を
被
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
ら
「
著
名
な
」
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
組
織
し
た
団
体
の

一
般
成
員
、
演
説
の
聴
衆
、
集
会
参
加
者
、
著
作
の
読
者
で
あ
り
、
専
ら
教
区
な
ど

ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
活
動
し
た
「
無
名
の
」
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
ま
た
、
反
対
運

動
の
重
要
な
担
い
手
だ
っ
た
。
本
稿
は
、
先
行
研
究
が
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
そ

の
よ
う
な
「
無
名
の
」
反
対
派
の
人
物
像
と
、
周
囲
の
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
と
の
関

係
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
広
義
の
左
派
と
の
親
和
性
や
協
働
と
、

反
共
主
義
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
か
ら
の
敵
対
と
い
う
、
先
行
研
究
が
代
表
的
人

物
に
つ
い
て
描
く
反
対
派
像
が
、
果
た
し
て
「
無
名
の
」
反
対
派
、
ひ
い
て
は
反
対

派
全
体
に
も
妥
当
す
る
の
か
検
討
す
る
。

「
無
名
の
」
人
々
に
焦
点
を
当
て
る
上
で
、
依
拠
す
る
史
料
が
問
題
と
な
る
。
第

一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
彼
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
再
軍
備
が
議
論
さ
れ
た
五
〇
年
代
前

半
に
は
、
様
々
な
反
対
派
か
ら
制
度
教
会
に
対
し
て
、
再
軍
備
批
判
の
書
簡
が
送
ら

れ
た
。
特
に
当
時
の
ド
イ
ツ
司
教
協
議
会（
（2
（

―
西
ド
イ
ツ
制
度
教
会
の
最
高
意
思
決

定
機
関

―
議
長
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
に
い
ち
早
く
再
軍
備
を
支
持
し
た
、
ケ
ル

ン
司
教
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
リ
ン
グ
ス
に
は
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
、

カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
が
再
軍
備
に
傾
き
、
反
対
派
が
形
成
さ
れ
た
、
五
二
年
以
降
の

書
簡
が
史
料
と
な
り
う
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
書
簡
は
、
書
き
手
が
自
身
に
つ
い
て
記

述
し
た
文
書
で
あ
り
、
そ
の
価
値
と
利
用
可
能
性
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る（
（2
（

。
本
稿

と
の
関
係
で
は
、
送
り
主
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
か
否
か
に
加
え
、
広
義
の
左
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派
に
対
す
る
態
度
と
、宗
派
内
の
立
場
に
関
す
る
記
述
の
信
憑
性
が
重
要
と
な
る
が
、

確
認
は
困
難
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
制
度
教
会
も
ま
た
、
ま
さ
に
再
軍
備
批
判
の
書
簡
の
送
り
主
の
素
性

や
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
送
り
主
の
所
属
教
区
に
人
物
照

会
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
人
物
照
会
に
関
す
る
史
料
の
少
な
さ
か
ら
、
全
て
の
送

り
主
に
つ
い
て
照
会
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
と
選

択
基
準
は
明
確
で
は
な
い
が
、
返
答
の
判
断
材
料
と
「
危
険
人
物
」
の
情
報
収
集
の

意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
教
区
は
照
会
に
対
す
る
報
告
の
中
で
、
送
り
主

へ
の
返
答
を
要
請
し
て
お
り（
（2
（

、ケ
ル
ン
司
教
区
は
そ
れ
に
応
じ
て
い
る（
（2
（

。
司
教
区
は
、

教
区
か
ら
の
報
告
を
、
批
判
者
に
そ
も
そ
も
、
あ
る
い
は
い
か
に
応
答
す
べ
き
か
の

判
断
材
料
に
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
時
に
当
時
の
政
府
か
ら
共
産
圏
と
の
関

係
を
疑
わ
れ
、
危
険
視
さ
れ
て
い
た
再
軍
備
反
対
派
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
内
に
お
け
る

動
向
把
握
も
照
会
の
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
ケ
ル
ン
司
教
区
に
は
、
与
党
や

政
府
機
関
か
ら
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
反
対
派
に
関
す
る
調
査
報
告
や
警
告
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
一
九
五
三
年
に
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
支
部

は
、
再
軍
備
反
対
集
会
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

―
特
に
上
述
の
ヴ
ェ
ッ
セ
ル
と
フ

ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー

―
の
行
動
に
関
す
る
調
査
報
告
を
司
教
区
に
送
っ
て
い
る（
（2
（

。
連
邦

憲
法
擁
護
庁
は
、
共
産
主
義
者
の
偽
装
組
織
の
集
会
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
運
動
の

パ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
運
動
（Pax-C

hristi-B
ew

egun

（
（2
（g

）
を
名
乗
る
人
物
が
登

壇
し
て
い
る
と
警
告
し
て
い
る（
（2
（

。
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
の
素
性
に
つ
い
て
刑
事
警
察
が

司
教
区
に
照
会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（
（2
（

。

代
表
的
人
物
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
専
ら
彼
ら
自
身
の
著
作
や
彼
ら
へ
の
聞

き
取
り
に
基
づ
い
て
お
り（
（2
（

、
そ
の
人
物
像
と
宗
派
内
の
立
場
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
自

己
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
ケ
ル
ン
司
教
区
へ
と
送

ら
れ
た
「
無
名
の
」
反
対
派
の
書
簡
と
、
そ
の
送
り
主
に
関
す
る
所
属
教
区
か
ら
の

報
告
書
に
依
拠
す
る
。
ケ
ル
ン
大
司
教
区
歴
史
文
書
館
に
お
け
る
史
料
調
査
で
、
少

な
く
と
も
三
人
の
人
物
の
報
告
書
と
、
そ
の
う
ち
二
名
に
つ
い
て
は
司
教
区
へ
の
書

簡
も
確
認
で
き
た
。
本
稿
は
こ
の
書
簡
と
報
告
書
に
依
拠
し
て
、
彼
ら
の
自
己
認
識

と
、
周
囲
の
人
々
の
彼
ら
に
関
す
る
認
識
の
両
面
か
ら
、「
無
名
の
」
反
対
派
の
人

物
像
と
立
場
に
迫
ろ
う
と
す
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
広
義
の
左
派
と
の
か
か
わ
り
と
、

カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
か
ら
の
敵
対
と
い
う
、「
著
名
な
」
反
対
派
に
関
す
る
先
行
研

究
の
見
解
が
、「
無
名
の
」
反
対
派
に
妥
当
す
る
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
カ
ト
リ
ッ

ク
反
対
派
の
性
格
と
、
そ
の
立
場
の
問
題
は
、
西
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
広
義
の

左
派
と
の
関
係
、
お
よ
び
同
国
の
反
共
主
義
の
実
態
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
論
点

に
関
わ
る
。
以
下
、
第
二
章
に
お
い
て
報
告
書
と
書
簡
の
内
容
を
分
析
し
、
第
三
章

に
お
い
て
結
論
と
展
望
を
示
す
。

　
　
　
　

２　
「
無
名
の
」
カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反
対
派
、
そ
の
人
物
像
と
立
場

本
稿
が
対
象
と
す
る
「
無
名
の
」
反
対
派
は
、
一
九
五
三
年
か
ら
五
六
年
に
か

け
て
ケ
ル
ン
司
教
区
に
再
軍
備
批
判
の
書
簡
を
送
っ
た
、
元
労
働
者
ロ
ー
レ
ン
ツ
・

Ｌ
、
商
業
従
事
者
パ
ウ
ル
・
Ｋ
、
教
師
ユ
リ
ウ
ス
・
Ｄ
と
い
う
三
名
の
男
性
で
あ
る
。

Ｌ
に
つ
い
て
は
、
司
教
区
へ
の
書
簡
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
所
属
教
区
か
ら

の
報
告
書
と
司
教
区
か
ら
の
返
答
に
依
拠
し
て
分
析
を
行
う
。
一
九
五
七
年
に
現
在

の
エ
ッ
セ
ン
司
教
区
が
分
離
す
る
以
前
の
、
当
時
の
ケ
ル
ン
司
教
区
は
、
ケ
ル
ン
を

中
心
に
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
中
部
と
南
部
を
管
轄
し
て
い
た
。

分
析
対
象
の
三
名
も
ま
た
同
教
区
内
に
居
住
し
て
い
る
。

　

第
一
の
人
物
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
軍
の
創
設
が
目
指
さ
れ
て
い
た
五
三
年
に
書

簡
を
送
っ
た
、
同
州
南
西
部
ヴ
ィ
ー
ス
キ
ル
ヒ
ェ
ン
（W

ißkirchen

）
在
住
の
、
退

職
し
た
労
働
者
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
Ｌ
で
あ
る（
（2
（

。
彼
は
五
三
年
当
時
で
六
五
歳
以
上
と
い
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う
高
齢
の
独
身
男
性
で
あ
る（
（3
（

。
Ｌ
は
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
後
、
多
く
の
子
供
を

抱
え
た
姉
（
あ
る
い
は
妹
）
の
家
庭
に
身
を
寄
せ
、
繊
維
産
業
の
単
純
労
働
者
と
し

て
家
計
を
支
え
た（
（3
（

。
彼
の
お
か
げ
で
、姉（
あ
る
い
は
妹
）家
族
の
暮
ら
し
は
上
向
き
、

小
農
経
営
付
き
の
家
屋
に
加
え
、
軽
石
加
工
場
（B

im
ssteinfabrikation

）
を
備
え

た
家
屋
を
所
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た（
（3
（

。
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に

「
彼
は
愚
か
で
は
な
く
、
多
く
の
書
物
を
読
み
、
他
の
平
均
的
な
繊
維
産
業
労
働
者

よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
（grübeln

）、
あ

ら
ゆ
る
宗
教
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
問
題
と
格
闘
す
る
」
人
物
で
あ
る（
（3
（

。

　

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
Ｌ
は
、極
め
て
信
心
深
い
家
庭
の
出
身
で
あ
り
、日
曜
日
の
ミ
サ
や
、

聖
体
拝
領
な
ど
三
ヵ
月
ご
と
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
（
秘
跡
）
に
も
必
ず
参
加
す
る
、「
道

徳
的
に
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
（einw

andfrei
）」
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る（
（3
（

。

し
か
し
報
告
に
よ
れ
ば
、
彼
は
制
度
教
会
に
対
し
て
は
「
救
済
は
、
た
だ
キ
リ
ス
ト

教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
み
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、
両
者
は
過
去
に

お
い
て
も
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、「
今
日
に
お
い
て
も

再
び
宗
教
改
革
（die R

eform
ation

）
が
必
要
」
で
あ
り
、
自
ら
も
ま
た
そ
の
新
た

な
宗
教
改
革
に
加
わ
る
よ
う
召
命
を
受
け
て
い
る
（m

itberufen

）
と
考
え
て
い
る（
（3
（

。

「
彼
の
容
赦
の
な
い
要
求
（seine rigorosen Forderungen

）」
は
、「
彼
自
身
の
殉
教

（M
artyrium

）
以
外
に
、
制
度
教
会
の
責
任
あ
る
地
位
に
就
い
て
い
る
全
て
の
指
導

者
の
殉
教
」
に
ま
で
至
る（
（3
（

。
こ
の
「
殉
教
」
が
、
文
字
通
り
の
処
刑
、
役
職
辞
任
、

改
悛
の
表
明
な
ど
、
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
制
度
教
会
に
対
す
る
Ｌ
の
強
い
不
満
が
読
み
取
れ
る
。

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
は
政
治
的
に
「
反
ナ
チ
ス
」
で
あ
り
、
戦
後
は
自
ら
が
ナ
チ

ス
政
権
下
で
受
け
た
仕
打
ち
へ
の
復
讐
と
ま
で
は
い
わ
ず
と
も
、
旧
ナ
チ
ス
関
係
者

に
対
し
て
「
少
な
く
と
も
［
彼
を
］
満
足
さ
せ
る
だ
け
の
、
贖
い
、
改
悛
お
よ
び
謙

虚
な
服
従
（G

enugtuung, Sühne, B
uße und dem

ütige U
nterw

erfung

）」
を
要
求

し
て
い
る（
（3
（

。
社
会
経
済
政
策
に
関
し
て
、
Ｌ
は
労
働
組
合

―
カ
ト
リ
ッ
ク
系
、
社

会
民
主
党
系
、
そ
の
他
の
い
ず
れ
の
組
合
か
不
明

―
へ
の
加
入
を
強
い
ら
れ
た
際

に
は
拒
否
し
た
も
の
の
、
労
働
者
へ
の
社
会
的
公
正
を
重
視
し
て
お
り
、「
ラ
イ
ン

人
民
党
（R

heinische-Volkspartei

）」
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る（
（3
（

。
ラ
イ
ン
人

民
党
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
戦
間
期
の
ラ
イ
ン
ラ

ン
ト
分
離
主
義
運
動
に
由
来
す
る
連
邦
主
義
と
地
域
主
権
と
と
も
に
、
社
会
経
済
政

策
的
に
は
、
中
小
規
模
経
営
や
手
工
業
者
と
い
っ
た
中
産
階
級
の
利
害
を
主
張
し
た

小
政
党
で
あ
る（
（3
（

。報
告
が
な
さ
れ
た
五
三
年
現
在
、Ｌ
は「
多
く
の
経
験
を
経
て（nach 

vielen Erfahrungen

）」
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
が
提
唱
す

る
、
社
会
的
市
場
経
済
の
正
し
さ
を
信
じ
て
い
る（
（4
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
彼
は

労
働
者
と
し
て
社
会
的
公
正
へ
の
関
心
を
有
し
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

が
提
唱
す
る
社
会
的
市
場
経
済
へ
の
支
持
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
は

―
社
会
的
市
場

経
済
の
構
想
に
批
判
的
だ
っ
た

―
社
会
民
主
主
義
や
共
産
主
義
、
労
働
運
動
か
ら

距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
が
加
入
を
拒
否
し
た
労
働
組
合
が
、
社
会

（
民
主
）
主
義
系
の
組
合
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
距
離
の
裏
付
け
と
な

り
う
る
。
上
述
の
よ
う
に
Ｌ
か
ら
司
教
区
へ
の
書
簡
は
発
見
で
き
ず
、
彼
が
具
体
的

に
い
か
な
る
再
軍
備
批
判
を
展
開
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
篤
い
信
仰
心

と
反
ナ
チ
ス
運
動
、
司
教
区
か
ら
Ｌ
に
対
す
る
返
答
の
内
容（
（4
（

を
踏
ま
え
る
と
、
隣
人

愛
や
殺
人
の
禁
止
と
い
っ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
基
づ
い
て
再
軍
備
を
拒
否
す

る
、
絶
対
的
平
和
主
義
に
近
い
主
張
を
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
制
度
教
会
批
判
、
社
会
的
公
正
の
重
視
、
再
軍

備
批
判
と
い
っ
た
自
説
に
つ
い
て
、
Ｌ
は
多
く
の
聖
職
者
や
名
望
家
に
意
見
を
求

め
、
返
答
を
得
た
が
、
納
得
し
て
い
な
い（
（4
（

。
報
告
は
、
彼
が
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
真
剣
に
答
え
を
追
求
し
て
い
る
の
か
、
単
に
自
説
を
肯
定
し
て
欲
し
い
だ
け
な
の

か
、
判
断
が
つ
か
な
い
と
し
て
い
る（
（4
（

。
そ
の
よ
う
な
Ｌ
の
姿
勢
は
周
囲
に
も
向
け
ら
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れ
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
彼
は
意
見
が
認
め
ら
れ
る
と
上
機
嫌
に
な
る
た
め
、
日
々

の
生
活
に
お
い
て
彼
と
平
穏
に
付
き
合
う
た
め
に
「
彼
と
議
論
に
な
っ
た
ら
、
自
ら

の
確
信
に
反
し
て
で
も
無
条
件
で
引
き
下
が
り
、
彼
の
正
し
さ
を
認
め
て
や
る
」
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
者
も
い
る（
（4
（

。
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
恐
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
人
間
関
係
の
難
の
た
め
、
Ｌ
は
信
徒
使
徒

職
（Laienapostolat

）

―
司
牧
に
補
助
的
に
携
わ
る
、
聖
職
者
に
認
可
さ
れ
た
信

徒

―
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い（
（4
（

。
報
告
に
よ
れ
ば
、
地
域
の
様
々
な
結
社
（Verein

）

で
も
、
彼
は
「
民
主
主
義
的
な
（dem

okratisch

）
方
法
と
」
相
容
れ
な
い
態
度
を

取
っ
て
い
る（
（4
（

。
議
論
や
多
数
決
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
説
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
を

見
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
ヴ
ィ
ー
ス
キ
ル
ヒ
ェ
ン
教
区
は
、
ケ
ル
ン
司
教
区
に
対
し
て
彼

の
再
軍
備
支
持
批
判
に
応
答
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
応
答
が
な
け
れ
ば
、
彼
は
思
い

悩
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
の
危
惧
を
表
明
し
て
い
る（
（4
（

。こ
の
教
区
か
ら
の
要
請
と
、

恐
ら
く
は
Ｌ
の
人
物
描
写
を
踏
ま
え
、
司
教
区
は
Ｌ
に
対
し
て
、
彼
の
見
識
と
自
ら

考
え
る
姿
勢
を
褒
め
た
た
え
つ
つ
、
教
皇
の
教
説
を
引
用
し
て
、
制
度
教
会
も
平
和

を
望
ん
で
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
政
治
情
勢
で
は
武
力
に
よ
る
防
衛
が
必
要

だ
と
説
明
し
、
極
め
て
婉
曲
的
に
教
皇
に
従
う
よ
う
促
す
返
答
を
送
っ
て
い
る（
（4
（

。

　

第
二
の
人
物
は
、
未
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
軍
の
創
設
が
模
索
さ
れ
て
い
た

一
九
五
四
年
七
月
に
再
軍
備
批
判
の
書
簡
を
送
っ
た
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
州
中
部
、メ
ッ
ト
マ
ン
在
住
の
パ
ウ
ル
・
Ｋ
で
あ
る（
（4
（

。
Ｋ
の
書
簡
は
「
状

況
と
決
断
」
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
団
体
の
見
解
と
し
て
、
同
州
在
住
の
一
五

人
の
人
物

―
氏
名
か
ら
全
員
が
男
性
と
推
測
さ
れ
る

―
の
連
名
で
送
ら
れ
て
い

る（
（5
（

。
所
属
教
区
に
よ
れ
ば
、Ｋ
は
若
い
商
業
従
事
者（K

aufm
ann

）で
あ
る（
（5
（

。
彼
は「
好

ま
し
く
（brav

）、
勤
勉
で
知
的
」
で
あ
り
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
も
極
め
て
頻
繁
に

参
加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
は
信
心
深
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と

し
て
の
人
物
像
が
垣
間
見
え
る
。

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｋ
は
宗
派
の
内
外
を
問
わ
ず
、
地
域
の
様
々
な
結
社
で
活
動

し
た
が
、
そ
の
性
格
と
「
極
端
に
平
和
主
義
的
な
姿
勢
」、
再
軍
備
反
対
運
動
へ
の

参
加
の
た
め
に
、
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る（
（5
（

。
ま
ず
地
域
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
で
指
導
的
地
位
に
就
い
た
際
に
は
、
そ
の
我
の
強
さ
（Eigenw

illigkeit

）
の
た

め
短
期
間
で
職
を
辞
す
こ
と
と
な
っ
た（
（5
（

。
一
時
期
メ
ッ
ト
マ
ン
市
の
青
少
年
連
盟

（Stadtjugendring

）

―
青
少
年
団
体
が
加
盟
す
る
上
位
団
体

―
の
指
導
者
に
選

ば
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
利
害
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
熱

心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
の
人
物
像
が
垣
間
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
尽
力
の
た

め
か
、
Ｋ
は
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
商
業
従
事
者
連
盟
（K

atholischer K
aufm

ännischer 

Verein

）
の
ケ
ル
ン
司
教
区
支
部
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、
第
一
章
で
触
れ
た
「
反
再

軍
備
政
策
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

―
結
成
地
の
名
前
か
ら

エ
ッ
セ
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
も
呼
ば
れ
た

―
へ
の
参
加
を
理
由
に
、
短
期
間
で
役
職

を
追
わ
れ
た（
（5
（

。
報
告
に
よ
れ
ば
そ
れ
に
憤
慨
し
た
Ｋ
は
、
度
々
ケ
ル
ン
司
教
フ
リ
ン

グ
ス
や
西
ド
イ
ツ
教
皇
大
使
な
ど
の
聖
職
者
に
、
再
軍
備
問
題
へ
の
見
解
を
問
い
た

だ
す
書
簡
を
送
っ
て
い
る（
（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
Ｋ
の
人
物
像
は
、
ケ
ル
ン
司
教
区
へ
の
上
述
の
書
簡
に
よ
っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
る
。
書
簡
で
は
専
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
倫
理
の
立
場
か
ら
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
対
す
る
武
器

―
特
に
核
兵
器
の
よ
う
な
大
量
破
壊
兵
器

―
の
使
用
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
、
再
軍
備
と
徴
兵
制
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
制
度
教
会
の
教
説
が
批

判
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
書
簡
に
お
い
て
、
特
に
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
概
念
や
社
会
主
義
圏

の
擁
護
と
い
っ
た
、
広
義
の
左
派
へ
の
親
和
性
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
見
当
た
ら

な
い
。
た
だ
し
「
強
力
な
利
害
集
団
が
、
あ
ら
ゆ
る
力
と
手
段
を
用
い
て
、
平
和
を

乱
し
、
様
々
な
国
と
地
域
に
お
い
て
戦
争
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
情
勢

認
識
は
、
社
会
民
主
党
系
な
ど
当
時
の
再
軍
備
反
対
運
動
内
の
左
派
的
潮
流
に
見
ら
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れ
た
「
資
本
の
利
害
に
よ
っ
て
再
軍
備
が
推
進
さ
れ
て
い
る
」
と
の
認
識
と
関
連
す

る
可
能
性
が
あ
る（
（5
（

。

　

第
三
の
人
物
は
、
西
ド
イ
ツ
の
首
都
ボ
ン
在
住
の
男
性
教
師
、
ユ
リ
ウ
ス
・
Ｄ
で

あ
る（
（5
（

。
彼
は
再
軍
備
実
現
後
の
一
九
五
六
年
十
月
に
、
フ
リ
ン
グ
ス
司
教
に
宛
て
て

再
軍
備
支
持
批
判
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（
（6
（

。
そ
の
後
ケ
ル
ン
司
教
区
は
Ｄ
の
所
属
教

区
に
人
物
照
会
を
行
い
、
恐
ら
く
は
そ
の
照
会
を
踏
ま
え
て
返
答
し
た
が
、
彼
は
そ

の
内
容
に
満
足
せ
ず
、
一
二
月
に
再
度
、
再
批
判
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（
（6
（

。
な
お
Ｄ

は
照
会
の
数
か
月
前
に
教
区
に
転
入
し
て
き
た
た
め
、
所
属
教
区
の
報
告
者
は
彼
と

個
人
的
な
面
識
が
な
か
っ
た（
（6
（

。
そ
の
た
め
Ｄ
に
関
す
る
報
告
は
、
勤
務
先
の
カ
ト
リ

ッ
ク
の
国
民
学
校
（Volksschul

（
（6
（e

）、
ヘ
ド
ヴ
ィ
ク
シ
ュ
ー
レ
の
校
長
（R
ektor

）
へ

の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
い
る（
（6
（

。

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
は
一
九
五
五
年
前
半
に
ヘ
ド
ヴ
ィ
ク
シ
ュ
ー
レ
に
赴
任
す
る

以
前
、
一
五
年
間
チ
リ
で
教
師
を
し
て
お
り
、
五
六
年
時
点
で
も
在
独
チ
リ
大
使
館

で
授
業
を
行
っ
て
い
る（
（6
（

。
ケ
ル
ン
司
教
区
へ
の
書
簡
で
、
Ｄ
は
「
第
三
帝
国
時
代
に

ナ
チ
ス
と
闘
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り（
（6
（

、
南
米
渡
航
は
ナ
チ
政
権
か
ら
逃
れ
る
た
め
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
は
志
操
堅
固
（charakterfest

）
で
あ
り
、
学
校
内
外

の
宗
教
行
事
に
定
期
的
に
参
加
す
る
、
信
仰
を
実
践
す
る
（praktizierend
）、
良
き

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。
そ
の
信
仰
心
の
篤
さ
は
、
彼
と
の

間
に
一
六
歳
の
息
子
を
儲
け
た
妻
が
、「
聖
職
者
の
姉
（
あ
る
い
は
妹
）」
で
あ
る
と

の
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
る（
（6
（

。

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
の
信
仰
心
は
個
人
的
信
心
の
領
域
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

彼
は
宗
派
学
校
の
強
い
支
持
者
で
あ
り
、
ヘ
ド
ヴ
ィ
ク
シ
ュ
ー
レ
の
保
護
者
会

（Elternversam
m

lung

）
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
見
解
（katholische A

uffassungen

）

へ
の
支
持
を
披
露
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た（
（6
（

。
教
師
と
し
て
の
能
力
も
優
れ
て
お
り
、

西
ド
イ
ツ
の
教
育
事
情
に
慣
れ
る
た
め
現
場
に
残
り
た
い
と
し
て
最
終
的
に
辞
退

し
た
も
の
の
、
教
育
手
腕
を
買
わ
れ
て
、
ボ
ン
地
域
の
教
育
機
関
に
お
け
る
校
長

（R
ektor

）
職
を
打
診
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た（
（7
（

。
こ
の
篤
い
信
仰
心
と
教
育
者
と
し

て
の
能
力
か
ら
、報
告
書
に
よ
れ
ば
、保
護
者
の
間
で
「
彼
は
大
き
な
信
望
（großes 

A
nsehen

）
を
得
て
い
る（
（7
（

」。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
学
校
と
、
そ
の
宗
派
的
価
値
観
に
基
づ
く
教
育
が
、
議

会
と
世
論
に
お
け
る
議
論
の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
宗
派
学
校
の
公

的
教
育
機
関
と
し
て
の
認
可
と
公
的
助
成
が
、
基
本
法
が
定
め
る
政
教
分
離
違
反
な

ど
の
理
由
で
、
社
会
民
主
党
や
自
由
民
主
党
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
始
め
て
い

た（
（7
（

。
そ
の
よ
う
に
宗
派
学
校
へ
の
批
判
が
高
ま
り
始
め
る
な
か
、
Ｄ
の
信
仰
心
と
宗

派
学
校
支
持
は
、
そ
の
教
育
手
腕
と
な
ら
び
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
保
護
者
に
お
け

る
肯
定
的
評
価
の
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ヘ
ド
ヴ
ィ
ク
シ
ュ
ー
レ
に
お
い
て
信
望
を
得
て
い
た
Ｄ
で
あ
っ
た

が
、
彼
の
再
軍
備
問
題
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る（
（7
（

。　

Ｄ
は
一
般
に
、客
観
的
（sachlich

）
か
つ
冷
静
に
（nüchtern

）
判
断
を
行
う
。

た
だ
国
防
問
題
（W

ehrfrage

）
に
関
し
て
の
み
、
彼
は
極
端
で
（extrem

）、

狂
信
的
（fanatisch

）
で
あ
る
。
彼
は
何
ら
か
の
平
和
主
義
運
動
、
あ
る
い
は

兵
役
拒
否
者
の
た
め
の
結
社
（Verein

）
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
見
解
を
、
彼
は
熱
狂
的
に
（leidenschaftlich

）
支
持
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｄ
は
、
優
秀
な
教
師
か
つ
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
、
地
域

の
教
育
行
政
か
ら
も
、
勤
め
先
の
学
校
の
保
護
者
か
ら
も
信
望
を
集
め
る
人
物
で
あ

っ
た
。
し
か
し
平
和
問
題
に
つ
い
て
の
み
、
制
度
教
会
を
は
じ
め
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数

派
の
見
解
と
は
異
な
り
、
再
軍
備
に
批
判
的
で
あ
り
、
そ
の
「
狂
信
的
」
な
姿
勢
を
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否
定
的
に
評
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ン
グ
ス
司
教
に
宛
て
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
再
軍
備

批
判
の
根
拠
が
、
旧
約
聖
書
中
の
い
わ
ゆ
る
モ
ー
セ
十
戒
の
第
五
戒
「
殺
し
て
は
な

ら
な
い
」
な
ど（
（7
（

、
専
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
の
信
仰
心
を
裏
付

け
る
。
書
簡
に
お
け
る
Ｄ
の
批
判
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
の
再
軍
備
政
策
と
そ
れ

に
対
す
る
制
度
教
会
の
支
持
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
再
軍
備
支
持
の
立
場
か
ら

個
々
の
信
徒
の
見
解
を
拘
束
し
よ
う
と
す
る
、
制
度
教
会
の
統
合
主
義
的
姿
勢
に
も

向
け
ら
れ
て
い
る（
（7
（

。
そ
の
よ
う
な
篤
い
信
仰
と
統
合
主
義
批
判
の
一
方
で
、
Ｄ
の
書

簡
に
お
い
て
広
義
の
左
派
へ
の
理
解
や
肯
定
的
評
価
は
見
受
け
ら
れ
な
い（
（7
（

。
む
し
ろ

そ
れ
が
再
軍
備
を
正
当
化
す
る
と
の
見
解
に
は
異
議
を
唱
え
つ
つ
も
、
西
側
諸
国
に

対
す
る
「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
脅
威
」

―
無
神
論
的
な
社
会
主
義
の
軍
事
的
・

思
想
的
脅
威

―
の
存
在
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い（
（7
（

。
た
だ
し
彼
が
何
ら
か
の
平
和

運
動
か
、
兵
役
拒
否
者
の
た
め
の
結
社
で
活
動
し
て
い
る
と
の
報
告
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
例
え
ば
社
会
民
主
主
義
系
の
団
体
の
よ
う
な
、
ソ
連
と
は
距
離
を
置
く
左
派

へ
の
理
解
と
協
働
が
見
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

な
お
以
上
の
三
名
以
外
に
、
厳
密
な
意
味
で
西
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反

対
派
で
は
な
い
が
、
一
九
五
二
年
に
制
度
教
会
の
再
軍
備
支
持
に
向
け
た
働
き
か
け

が
強
ま
る
中
で
、
ケ
ル
ン
司
教
区
に
再
軍
備
批
判
の
書
簡
を
送
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
シ
ュ
タ
イ
ア
ー
在
住
の
ア
ン
ト
ン
・
Ｍ
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
つ
い
て
も
、

所
属
教
区
か
ら
の
報
告
書
が
確
認
で
き
た（
（7
（

。
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
に
何
ら

か
の
他
宗
派
か
ら
改
宗
し
た
彼
は
、
ミ
サ
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
参
加
す
る
敬
虔
な
信

徒
で
あ
り
、
聖
職
者
と
信
徒
で
構
成
さ
れ
、
教
区
の
司
牧
活
動
の
中
核
と
な
る
教
区

委
員
会
（Pfarrausschuss

）
の
一
員
で
も
あ
る（
（7
（

。
教
区
の
報
告
者
は
、
Ｍ
と
再
軍
備

問
題
に
つ
い
て
正
面
か
ら
議
論
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
彼
は
「
多
く
の
点
に
お
い
て

独
自
の
見
解
を
」
有
し
て
い
る
と
述
べ
、
彼
の
娘
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ド
が
熱
心
な
平
和
主

義
者
で
あ
る
の
は
彼
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る（
（8
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
は
少
な

く
と
も
Ｍ
の
信
仰
心
と
平
和
主
義
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　

３　

結
論
と
展
望

　

カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反
対
派
の
「
著
名
な
」
人
物
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
彼
ら

に
広
義
の
左
派
へ
の
親
和
的
態
度
が
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
か
ら

敵
視
さ
れ
、
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
第
二
章
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
人
物
像
と
、
多
数
派
と
の
関
係
は
、
反
対

派
の
「
無
名
の
」
人
々
に
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
人
物
像
の
上
で
、
ロ
ー

レ
ン
ツ
・
Ｌ
、
パ
ウ
ル
・
Ｋ
、
ユ
リ
ウ
ス
・
Ｄ
、
更
に
は
ア
ン
ト
ン
・
Ｍ
に
も
共
通

す
る
の
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る

―
Ｌ
に
つ
い
て
は
所
属
教
区
の
報
告
者
が
認
め

る

―
極
め
て
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
信
仰
ゆ
え
に
制
度
教
会
に
異
議

を
唱
え
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
模
範
的
か
つ
活
動
的
な
信
徒
で
あ
る
上
、
再

軍
備
批
判
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
と
世
界
観
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
た
め
、
所
属
教

区
の
聖
職
者
が
彼
ら
の
批
判
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。
こ

れ
は
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
二
つ
の
性
格
の
う
ち
、
宗
教
的
側
面
と
合
致
す
る
。

今
一
つ
の
側
面
で
あ
る
広
義
の
左
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
Ｌ
と
Ｄ
に
、
明
確

な
親
和
性
や
協
働
は
見
出
せ
な
い
。
Ｄ
は
平
和
運
動
あ
る
い
は
兵
役
拒
否
者
の
結
社

で
活
動
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
広
義
の
左
派
と
見
な
し
う
る
団

体
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
Ｌ
が

―
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同

盟
が
進
め
る

―
社
会
的
市
場
経
済
の
正
し
さ
を
認
め
、
Ｄ
が
西
側
諸
国
へ
の
ソ
連

の
軍
事
的
脅
威
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
広
義
の
左
派
か
ら
距
離
を
置

く
姿
勢
さ
え
う
か
が
わ
せ
る
。
た
だ
し
Ｋ
の
書
簡
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
情
勢

分
析
と
の
親
和
性
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。更
に
報
告
書
は
彼
が
エ
ッ
セ
ン
・

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
Ｋ
に
は
広
義
の
左
派
と
関
係
が
あ
っ
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た
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
周
囲
の
カ
ト
リ
ッ
ク
多
数
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
人
物
像
と
同
様
、

代
表
的
人
物
の
状
況
は
、
Ｋ
に
は
あ
て
は
ま
る
と
言
え
る
が
、
Ｌ
と
Ｄ
の
場
合
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
Ｋ
の
場
合
に
は
、
エ
ッ
セ
ン
・
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
を
理
由
と
し

て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
商
業
従
事
者
連
盟
の
ケ
ル
ン
司
教
区
部
長
の
職
を
辞
し
た
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
代
表
的
人
物
と
同
じ
く
、
再
軍
備
反
対
の
ゆ
え
に
圧
力
を
被
っ
た
と

言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
司
教
区
レ
ベ
ル
の
顕
職
へ
の
就
任
と
、
一
五
名
の
青
少
年
グ

ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
の
書
簡
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｋ
は
「
著
名
な
」
反
対
派
と
「
無

名
の
」
反
対
派
の
中
間
的
事
例
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｌ
と

Ｄ
は
篤
い
信
仰
に
加
え
、
そ
の
職
業
上
の
成
功
や
能
力
の
ゆ
え
に
、
教
区
と
地
域
社

会
に
お
い
て
、
再
軍
備
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
評
価
と
尊
敬
を
勝
ち
得
て
い
る
。
Ｌ

は
自
説
を
曲
げ
な
い
た
め
に
面
倒
な
人
物
と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
と
付
き

合
っ
て
い
く
た
め
に
彼
の
意
見
を
認
め
て
や
る
人
々
が
い
る
と
の
報
告
が
示
す
よ
う

に
、
周
囲
の
全
員
か
ら
敵
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
所
属
教
区
の
報
告
者
か

ら
の
知
性
と
能
力
へ
の
評
価
も
高
い
。
Ｄ
は
そ
の
国
防
問
題
に
関
す
る「
狂
信
的
な
」

姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
先
の
学
校
長
か
ら
も
保
護
者
か
ら
も
信
望
を
得
て
い

る
。
Ｋ
の
場
合
に
も
、
少
な
く
と
も
所
属
教
区
の
報
告
者
は
、
そ
の
信
仰
心
と
性
格

に
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
、
彼
の
状
況
に
同
情
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
無
名
の
」
カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反
対
派
に
は
、
Ｋ
の
よ
う
に
代

表
的
人
物
の
人
物
像
お
よ
び
立
場
に
近
い
者
も
い
れ
ば
、
Ｌ
や
Ｄ
の
よ
う
に
そ
れ
が

あ
て
は
ま
ら
な
い
人
々
も
い
た
。
こ
の
後
者
二
名
の
人
物
像
と
立
場
は
、
極
め
て
敬

虔
な
信
徒
と
し
て
、
所
属
教
区
か
ら
も
地
域
社
会
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
受
け
る
一

方
、
平
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
頑
な
な
態
度
の
ゆ
え
に
周
囲
か
ら
距
離
を
置
か
れ
て

い
た
と
要
約
で
き
る
。
つ
ま
り
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
含
意
す
る
、
広
義
の
左
派
と

の
親
和
性
は
、「
無
名
の
」
反
対
派
に
は
必
ず
し
も
見
出
さ
れ
ず
、
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
代
表
的
人
物
と
「
無
名
の
」
人
々
を
合
わ
せ
た
、
反
対
派
の
全
体
に
共
通
す

る
特
徴
は
、
信
仰
の
ゆ
え
の
制
度
教
会
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
に
求
め
る
べ
き
と

言
え
る
。
上
述
の
よ
う
に
ケ
ル
ン
司
教
区
に
よ
る
人
物
照
会
の
目
的
の
一
端
は
、
共

産
圏
と
関
り
が
あ
る
可
能
性
の
あ
る
「
危
険
人
物
」
の
動
向
把
握
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
の
目
的
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
調
査
対
象
者
へ
の
「
危
険
人
物
」
と
し
て
の

バ
イ
ア
ス
を
所
属
教
区
が
ど
こ
ま
で
共
有
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
バ
イ

ア
ス
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
義
の
左
派
と
の
明
確
な
か
か
わ
り

で
は
な
く
、
む
し
ろ
信
望
を
集
め
る
信
仰
の
篤
い
信
徒
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
危
険
人
物
」
と
し
て
の
バ

イ
ア
ス
が
な
か
っ
た
場
合
以
上
に
、
そ
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
が
あ
っ
た
場
合
の
、
報

告
内
容
の
信
憑
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
稿
が
分
析
対
象
と
し
た
の

は
、
あ
く
ま
で
も
ケ
ル
ン
司
教
区
に
送
ら
れ
た
書
簡
と
、
同
司
教
区
に
よ
る
、
わ
ず

か
三
名
に
関
す
る
人
物
照
会
で
あ
る
。
他
の
司
教
区
に
も
再
軍
備
批
判
の
書
簡
は
送

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
人
物
照
会
の
実
践
が
見
ら
れ
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
。
本

稿
は
あ
く
ま
で
も
、「
無
名
の
」
カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反
対
派
に
焦
点
を
当
て
た
研

究
の
第
一
歩
で
あ
り
、
他
司
教
区
に
関
す
る
更
な
る
研
究
が
俟
た
れ
る
。

最
後
に
西
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
広
義
の
左
派
あ
る
い
は
平
和
運
動
と
の
関

係
と
、
一
九
五
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
共
主
義
の
実
態
に
関
し
て
、
本
稿

か
ら
得
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
示
唆
を
指
摘
し
た
い
。
第
一
に
カ
ト
リ
ッ
ク
再
軍
備
反

対
派
の
特
徴
が
、
信
仰
ゆ
え
の
異
議
申
し
立
て
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
特
に

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
、
広
義
の
左
派
か
ら
よ
り
影
響
を
受
け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和

運
動
と
、
こ
の
五
〇
年
代
前
半
の
再
軍
備
反
対
運
動
と
の
連
続
性
は
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る（
（8
（

。

第
二
に
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
、
教
区
や
地
域
に
お
け
る
「
無
名
の
」
カ
ト
リ

ッ
ク
反
対
派
の
立
場
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
共
主
義
の
高
揚
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を
強
調
す
る
歴
史
研
究（
（8
（

に
も
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
反
共
主
義
の
一
定
の
高
揚
が

見
ら
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
は
じ
め
そ
の
影
響
が
強
か
っ
た
集
団
に
お
い
て
、
著
名
な

人
物
の
場
合
に
、
再
軍
備
反
対
運
動
へ
の
参
加
が
敵
視
や
圧
力
を
招
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
集
団
に
お
い
て
も
、
Ｌ
や
Ｄ
に
対
す
る
周
囲
か
ら

の
評
価
が
示
す
よ
う
に
、
地
域
の
よ
り
ミ
ク
ロ
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、
平
和
運
動

の
一
般
成
員
が
ど
れ
ほ
ど
周
囲
か
ら
の
敵
視
と
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
た
の
か
は
、
な
お

検
討
を
要
す
る
。
ベ
ル
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
冷
戦
史
研
究

は
、
狭
義
の
政
治
史
か
ら
、
政
治
情
勢
と
、
日
常
生
活
に
ま
で
至
る
社
会
経
済
的
領

域
と
の
相
互
作
用
の
研
究
へ
と
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
る（
（8
（

。
反
共
主
義
の
実
態
に
つ
い

て
も
、
そ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
の
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（8
（

。
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87-105; G
isela N

otz, „D
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hier S. 366 f.
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t St.N

ikolaus an 

Erzbischöfliches G
eneralvikariat am

 2. 11. 1956.

（
60
）	

A
EK

, G
en. II 23.59, 8/48, B

rief von Julius D
. an Joseph K

ardinal Frings am
 

30. 12. 1956, S. 1.

（
61
）	

Ebd.

（
62
）	

A
E

K
, G

en. II 23.59, 8/54, Schreiben von Pfarram
t St.N

ikolaus an 

Erzbischöfliches G
eneralvikariat am

 2. 11. 1956.

（
63
）	

国
民
学
校
（Volksschule

）
と
い
う
区
分
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
で
は
制
度
改
革
に

よ
り
小
学
校
（G

rundschule

）
と
基
幹
学
校
（H

auptschule

）
に
改
組
さ
れ
て

お
り
、
日
本
の
小
中
学
校
に
相
当
す
る
。
同
校
は
現
在
も
「
カ
ト
リ
ッ
ク
基
幹
学

校
ザ
ン
ク
ト
・
ヘ
ド
ヴ
ィ
ク
」
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
創
立
と
改
組
の
経
緯

は
、
次
の
同
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Schulprogram

m

）
を
参
照
。http://w

w
w

.

hedw
igschule-bonn.de/schulprogram

m
.pdf （

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
八
日
閲

覧
）

（
64
）	

A
E

K
, G

en. II 23.59, 8/54, Schreiben von Pfarram
t St.N

ikolaus an 

Erzbischöfliches G
eneralvikariat am

 2. 11. 1956.
（
65
）	

Ebd.

（
66
）	

A
EK

, G
en. II 23.59, 8/48, B

rief von Julius D
. an Joseph K

ardinal Frings am
 

30. 12. 1956, S. 4.

（
67
）	

Ebd.

（
68
）	

A
E

K
, G

en. II 23.59, 8/54, Schreiben von Pfarram
t St.N

ikolaus an 
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Erzbischöfliches G
eneralvikariat am

 2. 11. 1956.
（
69
）	

Ebd.

（
70
）	

Ebd.

（
71
）	

Ebd.

（
72
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
を
参
照
。R

ainer H
ering, „D

ie K
irchen 

als Schlüssel zur politischen M
acht? K

atholizism
us, Protestantism

us und 

Sozialdem
okratie in der zw

eiten H
älfte des 20. Jahrhunderts“, in: Archiv für 

Sozialgeschichte 51 (2011), S. 237-266.

（
73
）	

A
E

K
, G

en. II 23.59, 8/54, Schreiben von Pfarram
t St.N

ikolaus an 

Erzbischöfliches G
eneralvikariat am

 2. 11. 1956.

（
74
）	

A
EK

, G
en. II 23.59, 8/48, B

rief von Julius D
. an Joseph K

ardinal Frings am
 

30. 12. 1956, S. 2. 

数
え
方
は
宗
派
に
よ
り
異
な
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
不
殺

の
戒
め
は
第
五
戒
と
な
る
。

（
75
）	

Ebd., S.1. 

統
合
主
義
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
の
左
派
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
定
義
を
参

照
。

（
76
）	

Ebd., S. 1 ff.

（
77
）	

Ebd., S. 3.

（
78
）	

A
EK

, G
en. II 23.59, 6, Schreiben von Stadtpfarram

t Steyr an erzbischöflichen 

K
aplan und G

eheim
sekretär am

 21. 3. 1952.

（
79
）	

Ebd.

（
80
）	

Ebd.

（
81
）	

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
特
に
六
〇
年
代
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
平
和
を

め
ぐ
る
議
論
と
、
そ
の
「
左
傾
化
」
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。D

aniel 

G
erster, Friedensdialoge im

 K
alten K

rieg. Eine G
eschichte der K

atholiken in 

der Bundesrepublik 1957-1983, Frankfurt am
 M

ain 2012.

（
82
）	

例
え
ば
次
の
文
献
。C

reuzberger/H
offm

ann 2014; N
orbert Frei/D

om
inik R

igoll 

(H
g.), D

er Antikom
m

unism
us in seiner Epoche. W

eltanschauung und Politik in 

D
eutschland, Europa und den U

SA, G
öttingen 2017.

（
83
）	

B
ernd Stöver, „Zw

ischen „Totalem
 K

rieg“ und „K
leinen K

riegen“. Studien 

zur G
esellschaftsgeschichte des K

alten K
rieges“, in: N

eue Politische Literatur 

58 (2013), S. 31-38.

（
84
）	

そ
の
よ
う
な
研
究
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
団
体
に
お
け
る
反
共
主
義
に
関

す
る
次
の
拙
稿
を
参
照
。
小
野
竜
史
、「
西
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
団
体

に
お
け
る
共
産
主
義
観
と
平
和
観
の
変
容

―
冷
戦
の
社
会
的
次
元
に
関
す
る
一

考
察

―
」、『
社
会
学
研
究
科
紀
要:

人
間
と
社
会
の
探
究
』
第
八
七
号
、
一
九

‒

三
五
頁
、
二
〇
一
九
年
。（

お
の　

た
つ
ひ
と
・
神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
）


